
安全宣言をしたマレーシア 

安心して楽しんでいただける、この夏のマレーシア 

          2009.6.2 

 マレーシア保健省は、このほど、米国からの感染とされるマレーシア人 2 名が既に回復し、国内に  

おける二次感染者も無く、その他の疑い例からも感染者が出ていない状況に基づき、安全宣言を 

おこないました。 

  

マレーシアは、かつて流行した SARS の経験から多くを学び、全てのマレーシアへの入国ポイント

（空路、陸路、海路）においてサーモグラフィによる徹底した検査をおこなうなど、強固な新型インフル

エンザ阻止体制を築いています。 

国内においても、安全宣言後も引き続き、保健省は市民の衛生面での配慮、エチケットの徹底

を呼び掛けています。 

また 5 月下旬、日本からの現地視察団により、マレーシアの主要観光地は平常通りの受け入れ

態勢にあることが確認されています。 

 

これからの季節、マレーシアは素晴らしいビーチリゾート、大自然、文化遺産、食などで、訪れる

方々をお迎えします。 

とくに新しい魅力として注目されているのが、2008 年に UNESCO の世界文化遺産に登録されたマ

ラッカとジョージタウン（ペナン島）です。 

さらにマレーシアが誇る、2000 年に世界自然遺産として登録されたキナバル公園とグヌン・ムル国

立公園。この 4 つの世界遺産をテーマとした“4 つの世界遺産を巡る旅”は、マレーシアの素晴らしさ

が発見できるツアーとして人気を呼んでいます。 

夏に向けてのマレーシアの魅力は、何といってもビーチリゾート。ランカウイ、ペナン、シバダン、コタキナバルを

はじめ、アジア屈指のビーチリゾートで、最高の夏を過ごしていただけます。ゆったりとした滞在から本格  

ダイビングまで、自由な楽しみ方ができます。またグルメの宝庫と称されているマレーシアの食も大きな魅力の

ひとつです。 

 

どうぞ安心してマレーシアへお越しいただき、素敵な時間をお過ごしください。 
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